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地下水１００％の水道水の維持を求める要望書の提出について 

 

思川開発事業と栃木市の水道水を考える会は、栃木県南地域の地下水をいかす市民ネッ

トワークにて、2017 年 9 月より「地下水１００％の水道水の維持を求める要望書」に賛

同される方の署名を集め、本日、第一次提出分として栃木市、下野市、壬生町及びその他

の地域の住民から寄せられた１，８４２名の署名を提出いたします。   

１． 要望の趣旨 

栃木市、下野市及び壬生町（以下「２市１町」）の水道水は、地下水のみを水源として

います。そのため、安全で、おいしくて、安い水が安定的に住民に供給されています。 
 ところが、２市１町は、２０３０年度に水道水源の３５％を河川水にするとの栃木県（以

下「県」）の方針に賛同し、その方針実現のため県が計画する「県南広域的水道整備事業」

の検討・協議を、県と共に始めています。 
 県は、２市１町の水道水に河川水を導入しなければならない理由を、渇水、汚染及び地

盤沈下のリスクを避け、安全な水道水の安定的な供給を確保するためとしています。 
 しかし、渇水時に供給が不安定になるのは河川水ですし、福島第一原発事故の放射能汚

染からも明らかなように汚染に弱いのは河川水です。また、県南地域の地盤沈下は、県に

よる原因調査によっても水道用地下水との因果関係が認められていない上、地盤沈下自体

沈静化していますので、地盤沈下対策も理由になりません。県が挙げる理由はいずれも的

外れです。 
水道水の水源に河川水を加えることは、その分、安全で、おいしくて、安く、安定的な

地下水を放棄することですので、水道水の供給が不安定となる上に、水道水はマズくなり、

水道料金は大幅に上がります。 
 そこで、私たちは、２市１町が水道水源に河川水を導入することなく、これからも地下

水１００％の水道水を維持すること、２市１町は、県から河川水を買うための「県南広域

的水道整備事業」に参加しないことを求めます。 
 

２．本会が収集し提出する署名数 １，８４２名 （別添え） 
  内訳） 栃木市民      １，３６１名 
      下野市民         ３８名 
      壬生町民         ５２名 
      その他の地域住民    ３９１名 
 
３． 要望書原本を栃木市長に提出し、下野市長、壬生町長へは署名の数を報告致します。  



栃木県南地域の地下水をいかす市民ネットワーク 署名総数１０，９２４名 

思川開発事業と栃木市の水道水を考える会収集の署名数 １，８４２名  
  内訳） 栃木市民      １，３６１名 

     下野市民         ３８名 
      壬生町民         ５２名 
      その他の地域住民    ３９１名 

 
下野市の水道水を考える市民ネットワーク収集の署名数 ８，３６４名  

   内訳） 栃木市民        ７０名      
       下野市民      ７，３１３名 
       壬生町民        １１２名 
       その他の地域住民    ８７４名 
 
  壬生町の水と環境を守る会収集の署名数         ７１３名                 

内訳） 栃木市民         ４５名      
       下野市民         ３８名 
       壬生町民        ４５５名 
       その他の地域住民    １７５名 
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